
日本史探究（第 12回）確認テスト（やさしい日本語版） 

 

  問題
もんだい

 
答
こた

え 

説明
せつめい

を書
か

きましょう 

1 
開国 

かいこく 
  

2 
通商（＝貿易） 

つうしょう（＝ぼうえき） 
  

3 
日米和親条約 

にちべいわしんじょうやく 
  

4 

日米修好通商条約 

にちべいしゅうこうつうしょう

じょうやく 

  

5 
関税自主権 

かんぜいじしゅけん 
  

6 
領事裁判権 

りょうじさいばんけん 
  



7 
尊皇攘夷運動 

そんのうじょういうんどう 
  

8 
桜田門外の変 

さくらだもんがいのへん 
  

9 
大政奉還 

たいせいほうかん 
  

10 
王政復古の大号令 

おうせいふっこのだいごうれい 
  

11 
戊辰戦争 

ぼしんせんそう 
  

12 
五箇条の誓文 

ごかじょうのせいもん 
  

 

  



 

  問題
もんだい

 
答
こた

え 

語句
ごく

を書
か

きましょう 

1 鎖国
さこく

をやめて、国
くに

を開
ひら

くこと。   

2 外国
がいこく

と商
しょう

業
ぎょう

をおこなうこと。   

3 

1854年
ねん

にアメリカとの間
あいだ

で調
ちょう

印
いん

された条
じょう

約
やく

。

下田
しもだ

・函館
はこだて

を開港
かいこう

し、食料
しょくりょう

・燃料
 ねんりょう

の補給
ほきゅう

をするこ

と、漂流民
ひょうりゅうみん

を救済
  きゅうさい

することなどが定
さだ

められた。ま

た、アメリカへの最
さい

恵
けい

国
こく

待
たい

遇
ぐう

や領事
りょうじ

駐
ちゅう

在
ざい

権
けん

が与
あた

えら

れた。 

  

4 

1858年
ねん

にアメリカとの間
あいだ

で調印
ちょういん

された通商
つうしょう

条約
じょうやく

。函館
はこだて

・神奈川
かながわ

（下田
しもだ

を閉鎖
へいさ

し、横浜
よこはま

を

開港
かいこう

）・長崎
ながさき

・新潟
にいがた

・兵庫
ひょうご

（神戸
こうべ

）の５つの港
みなと

を開
ひら

き、江戸
えど

・大坂
おおさか

での商
しょう

取
とり

引
ひき

ができるようになった。ア

メリカに領事
りょうじ

裁判権
さいばんけん

があり、日本
にほん

には関税自主権
かんぜいじしゅけん

がな

かった。 

  

5 
外国
がいこく

から品物
しなもの

を輸入
ゆにゅう

する時
とき

にかける税率
ぜいりつ

を、自主的
じしゅてき

に

決
き

めることのできる権利
けんり

。 
  

6 

在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こく

人
じん

の裁判
さいばん

をその外国
がいこく

の領事
りょうじ

がおこなう

権利
けんり

。外国人
がいこくじん

が滞在
たいざい

する国
くに

の法
ほう

規定
きてい

にしばられない

（この場合
ばあい

、日本
にほん

の法律
ほうりつ

で裁
さば

かれない）特権
とっけん

。 

  

7 
天皇
てんのう

を尊敬
そんけい

し、外国人
がいこくじん

を追
お

い出
だ

そうという思
し

想
そう

に基
もと

づ

いた運動
うんどう

。 
  



8 
1860年

ねん

に大老
たいろう

井伊
 いい

直弼
なおすけ

を桜田門外
さくらだもんがい

で尊王
そんのう

攘夷派
じょういは

の

志士
しし

が暗殺
あんさつ

した事件
じけん

。 
  

9 1代
だい

将
しょう

軍
ぐん

徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

が朝
ちょう

廷
てい

へ政権
せいけん

を返上
へんじょう

したこと。   

10 
1867年

ねん

12月
がつ

、岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

らが行
おこな

った、天皇
てんのう

中心
ちゅうしん

の

政治
せいじ

体制
たいせい

に戻
もど

すという宣言
せんげん

。 
  

11 
1868年

ねん

に起
お

きた鳥羽
とば

・伏見
ふしみ

の戦
たたか

いから翌年
よくとし

の五稜郭
ごりょうかく

の戦
たたか

いまでの新政府
しんせいふ

と旧
きゅう

幕
ばく

府
ふ

勢
せい

力
りょく

との間
あいだ

の戦争
せんそう

。 
  

12 
1868年

ねん

3月
がつ

に出
だ

された新政府
しんせいふ

の基本
きほん

方針
ほうしん

。明治
めいじ

天皇
てんのう

が

神々
かみがみ

に誓
ちか

うという形式
けいしき

で発布
はっぷ

された。 
  

 


